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チン接種に関するお知らせ
（3月 15日時点の情報です）

•令和３年度に 65 歳以上に達する方に対して、新型コロナウイルスワクチン予防接種の接種券と予診票を
　3月 30日に発送しています。お手元に届くまでに 10日程度かかる場合があります。
•65歳未満の方の接種券は、令和３年５月以降に順次発送予定です。
•接種券と予診票は、3月 17 日現在で土庄町に住民登録がある方にお送りしています。そのため、令和 3年 3
　月 17 日以降に土庄町に転入された方は、保健センターまでご相談ください。転出などで土庄町の住民でなく
　なった方は、お使いになれませんので、新しい住所地でご相談ください。

新型コロナウイルスワクチンについて
　◇対 象 者／接種する日に 16歳以上の方
　◇接種回数／現在、国が供給する見込みのワクチンは、２回接種です。
　◇料　  金／２回とも無料
　◇接種間隔／ファイザー社のワクチンでは、通常、１回目の接種から３週間後に２回目の接種を受けます。
　　　　　　　１回目の接種から３週間を超えた場合には、できるだけ早く２回目の接種を受けてください。

接種券・予診票の発送

　接種券は、接種日当日の再交付はできません。接種日まで大切に保管してください。紛失した場合は、保健
センターまでお問い合わせください。

接種券・予診票の再交付

　小豆郡内の医療機関または、町役場が設ける集団接種会場で予防接種を受けられます。各医療機関および集
団接種の接種開始時期、接種日時は決まり次第、広報とのしょう、町ホームページ、新聞折込み、各地区公民
館に配布などでお知らせします。

接種場所

•
予
防
接
種
は
す
べ
て
予
約
制
で
す
。
予
防
接
種
を

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
日
時
、
場
所
、
予
約
先
を
確

　
認
後
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

•
接
種
を
希
望
す
る
方
で
持
病
の
あ
る
方
は
、
接
種

　
の
可
否
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
主
治
医
と
相
談
し

　
て
く
だ
さ
い
。

•
送
付
し
て
い
る
予
診
票
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て

　
接
種
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

•
上
腕
に
筋
肉
注
射
を
し
ま
す
の
で
、
当
日
は
肩
腕

　が
速
や
か
に
露
出
で
き
る
ゆ
っ
た
り
と
し
た
半
袖

　を
着
て
、
脱
ぎ
や
す
い
上
着
を
重
ね
着
し
て
お
越

　
し
く
だ
さ
い
。

●
予
約
に
関
す
る
こ
と

　
町
役
場
健
康
福
祉
課
　
コ
ロ
ナ
予
防
接
種
係

　
☎
６
２-

８
８
６
４

●
接
種
券
な
ど
に
関
す
る
こ
と

　
町
役
場
健
康
福
祉
課
　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
２-

１
２
３
４

円
滑
な
接
種
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

円
滑
な
接
種
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

【
問
い
合
わ
せ
先
】
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新型コロナウイルスワク

●首相官邸ホームページ
　https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/vaccine.html

●接種についてのお知らせ
　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00218.html

●新型コロナウイルスワクチンについてのQ&A
　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_00222.html

　新型コロナウイルスワクチンの接種は、住民票所在地の市町村（土庄町の場合は小豆郡内）で受けることが
原則となっています。住所地外での接種を希望する方は、原則接種を行う市町村に届け出が必要です。申請方
法は次のとおりです。

新型コロナウイルスワクチン接種について、詳しくは次のホームぺージをご覧ください。

①郵送での申請
　「住所地外接種届け」を記載し、接種券の写しお
よび返信用封筒を添付して接種を受ける医療機関所
在地の市町村へ郵送します。
　「住所地外接種届け出済証」が市町村から届きま
すので、接種時にご持参ください。

②窓口での申請
　接種を受ける医療機関所在地の市町村の窓口に
「住所地外接種届け」および「接種券（または接種
券の写し）」を提出します。
　「住所地外接種届け出済証」が交付されますので、
接種時にご持参
ください。

③WEB申請
　厚生労働省が設ける WEB サイト上で、接種を希
望する医療機関などの所在地の市町村に対し、「住
所地外接種届け」を提出します。
　WEB上で「住所地外接種届け出
済証」が交付されましたら印刷し、
接種時にご持参ください。

その他
　基礎疾患があり、小豆郡外の医療機関に定期的に
通院されている方は、主治医に接種の可否と接種場
所についてご相談ください。主治医の下での接種が
必要な場合は、「住所地外接種届け」を提出する必
要はありません。

小豆郡外での予防接種を希望される方
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◆ミニセレブレーション
　【ウエルカムプログラム】10時15分～10時25分
　樽太鼓演奏（小豆島中央高等学校太鼓クラブ）
　【出発セレモニー】10時30分～10時40分
　▷ところ／土庄港［太陽の贈り物前］

◆観覧者用臨時駐車場
　駐車場は、次の駐車場をご利用ください。なお、
土庄港駐車場および吉ケ浦駐車場は、有料駐車場
ですが、当日９時から12時までの間、無料となり
ます。
・旧土庄高校跡地　　　　・土庄港駐車場
・中央グラウンド　　　　・吉ケ浦駐車場
・東洋紡績跡地駐車場

【注　意】
　フェリー切符売場裏駐車場および土庄港務所前
駐車場（送迎用）には駐車しないでください。

・平熱を超える発熱
・咳やのどの痛みなど風邪の症状
・だるさ（倦怠感）、息苦しさ（呼吸困難）
・嗅覚や味覚の異常
・体が重く感じる、疲れやすいなど

◆観覧にあたってのお願い

・新型コロナウイルス感染症陽性とされた方との
　濃厚接触がある場合　　
・同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がい
　る場合
・過去14日以内に政府から入国制限、入国後の観
　察期間を必要とされている国、地域などへの渡
　航または当該在住者との濃厚接触がある場合

◆交通規制
　次のとおり交通規制を実施します。ご不便をお
かけしますが、ご協力をお願いします。
　▷と　き／10時15分ごろ～11時30分ごろ

※会場内は、新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、関係者のみの入場とさせていただきます。

◆ミニコンサート【到着イベント】
　ブラスバンド演奏（土庄中学校ブラスバンド部）
　▷と　き／10時40分～11時04分
　▷ところ／土庄町役場前

　4月18日㈰に聖火リレーが実施されます。当日は、沿道やミニコンサート会場で、聖火ランナーへの応援
をよろしくお願いします。

〇ご観覧時にはマスクの着用を必ずお願いします。また、沿道での大きな声での会話や応援は控え、聖火ラ
　ンナーへの応援は拍手などでお願いします。
〇密集回避のために、密が発生しない程度の間隔（最低限、人と人が接触しない程度の間隔）を保持するよ
　うお願いします。
〇観覧にあたっては、事前にスマートフォンに、厚生労働省提供の新型コロナウイルス接触確認アプリ
　（COCOA）をインストールし、セレモニー会場などでは、「かがわコロナお知らせシステム」の利用をお
　願いします。
〇過去２週間以内に次の事項に該当される場合は、沿道でのご観覧をお控えください。

【問い合わせ先】町教育委員会事務局生涯学習課　☎62-7013

東京2020オリンピック聖火リレー
と　き　４月18日㈰ 10時40分～11時04分
ところ　土庄港［太陽の贈り物前］から土庄町役場

東京2020オリンピック聖火リレー

コース周辺におけるドローンなどの小
型無人機の使用は、ご遠慮ください。
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３
月
１
日
㈪
、
土
庄
町
教
育
委
員
会

表
彰
授
与
式
が
中
央
公
民
館
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
教
育
表
彰
は
、
教
育
に
関
係
の
あ
る

研
究
や
実
践
な
ど
の
活
動
に
お
い
て
、

町
の
教
育
振
興
に
寄
与
し
、
他
の
模
範

と
な
っ
た
個
人
や
団
体
に
贈
る
も
の

で
す
。

　

令
和
２
年
度
は
２
名
の
個
人
と
１

団
体
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

（
掲
載
は
表
彰
順
、
学
年
お
よ
び
学
校

名
は
表
彰
時
の
も
の
）

伊
賀
慎
之
助
さ
ん
（
土
庄
中
学
校
３
年
）

第
31
回
香
川
県
中
学
生
相
撲
選
手
権
大
会

無
差
別
級　

個
人　
　
　

１
位

西
滝
俊
徳
さ
ん

土
庄
町
公
民
館
運
営
審
議
委
員
と

し
て
公
民
館
活
動
の
発
展
に
貢
献

し
、
社
会
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

土
庄
中
学
校
相
撲
部

第
57
回
香
川
県
中
学
校
新
人
体
育
大
会

相
撲
競
技　

団
体　
　
　

１
位

  

個
　
人

  

団
　
体

に
し い

がた
き

ち
かと

し
の

の
り

す
け

教
育
振
興
の

　
　功
績
を
称
え
て

教
育
振
興
の

　
　功
績
を
称
え
て

　町民の皆さんに分かりやすく、職員が連携しやすい効率的な組織にするため、各課の担当業務の見直しを
行いました。これにより、令和３年４月から、窓口が一部変更になりますのでお知らせします。
　また、見直しにともない「企画課」の名称を「企画財政課」に変更し、企画課の少子化対策室を廃止します。

◇課の名称変更

◇担当窓口の変更

行政組織の改編にともなう担当窓口の一部変更のお知らせ

企画財政課 企 画 課

おめでとうございます
令和２年度 土庄町教育委員会表彰
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令和３年度

～魅力ある、安心で快適な、支えあうまちづくり～
施 政 方 針

令和３年度

～魅力ある、安心で快適な、支えあうまちづくり～
令和３年３月３日に行われた土庄町議会定例会の冒頭において、
三枝町長が行った施政方針表明の内容を全文掲載します。

土庄町の未来に向けて、地域の皆さまのご理解とご協力をお願いします。

り
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
変
化
を
生
じ
さ

せ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
未
曽
有
の
危
機
に

対
し
て
体
制
づ
く
り
か
ら
現
場
対
応
ま
で

日
々
全
力
を
尽
く
し
て
い
る
医
療
従
事
者
な

ら
び
に
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
敬
意

を
表
し
、感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
併
せ
て
、

町
民
の
皆
さ
ま
、
事
業
者
の
皆
さ
ま
が
感
染

防
止
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
と

し
て
も
一
刻
も
早
い
収
束
を
祈
願
し
な
が
ら
全

力
で
地
域
経
済
の
立
て
直
し
に
向
け
て
舵
を

取
れ
る
よ
う
鋭
意
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
本
来
な
ら
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ

ヤ
ー
と
し
て
、
土
庄
町
に
お
い
て
も
聖
火
リ

レ
ー
の
開
催
を
皮
切
り
に
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
マ
ル
タ
共
和
国
の
選
手
団
と
の
交
流

事
業
を
行
う
予
定
で
し
た
が
、
一
年
延
期
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
予
定
し
て
お

り
ま
し
た
離
島
甲
子
園
・
小
豆
島
ま
つ
り
・

瀬
戸
内
海
タ
ー
ト
ル
・
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
全
国

大
会
・
地
域
の
秋
祭
り
な
ど
の
各
種
行
事
だ

け
で
な
く
卒
業
式
・
入
学
式
・
修
学
旅
行
・

成
人
式
な
ど
、
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
節
目

の
行
事
も
中
止
、
延
期
、
縮
小
開
催
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
皆
さ
ま
に
は
大
変
な
ご
不
便
、

ご
負
担
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の

命
と
健
康
を
守
る
た
め
の
苦
渋
の
決
断
で
あ

り
ま
し
た
こ
と
を
、
ご
理
解
賜
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

を
見
据
え
た
取
り
組
み

　
今
年
度
は
、延
期
と
な
っ
た
東
京
２
０
２
０

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
同
じ

く
延
期
と
な
り
ま
し
た
、
全
国
の
離
島
地
域

の
中
学
生
を
対
象
と
し
た
離
島
甲
子
園
も
実

施
予
定
で
す
。
今
な
お
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
終
息
の
見
込
み
は
不
透
明
で
は

あ
り
ま
す
が
、
現
在
先
行
し
て
医
療
従
事
者

を
対
象
と
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も
始
ま
っ

て
お
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
要
望
に
お
応

え
で
き
る
よ
う
、
迅
速
か
つ
的
確
な
接
種
に

向
け
て
怠
り
な
く
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
感
染
拡
大
防
止
に
最
大
限
の
配
慮

を
し
な
が
ら
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
見
据
え
て
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
に
、
少
子
高
齢
化
社
会
で
の
離
島

環
境
に
お
け
る
物
流
の
安
定
し
た
供
給
を
目

的
と
し
て
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
物
流

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
に
つ
い
て
の
実
証
実

験
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
引
き

　
　
日
、
令
和
三
年
三
月
土
庄
町
議
会
定
例

　
　

会
に
お
い
て
、
令
和
三
年
度
の
予
算

案
お
よ
び
関
連
諸
議
案
を
ご
審
議
い
た
だ
く

に
当
た
り
、
町
政
運
営
に
対
す
る
私
の
考
え

方
と
各
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
申
し
述
べ
、

議
員
各
位
な
ら
び
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
深
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

令
和
二
年
を
振
り
返
っ
て

　　
町
長
に
就
任
し
て
二
期
目
の
最
終
年
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
七
年
間
、
議

員
各
位
を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
さ
ま
、
関
係

各
位
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
町

政
の
発
展
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
令
和
三
年
度
は
集
大
成
と
も

い
え
る
年
で
あ
り
、
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
、
健
全
な
町
政
と
な
る
よ
う
、
い
っ
そ

う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
規
模
で
拡
大

し
、
現
在
も
依
然
と
し
て
猛
威
を
振
る
っ
て

い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
感
染
に
よ
り
命
を

落
と
さ
れ
た
方
に
心
か
ら
お
悔
や
み
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、闘
病
生
活
を
送
る
方
々
、

後
遺
症
に
苦
し
ん
で
い
る
方
々
に
謹
ん
で
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
日
本
に
お
い
て

は
昨
年
四
月
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ

れ
、
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
な
ど
、
か
つ
て

な
い
経
験
を
す
る
と
と
も
に
制
約
の
あ
る
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
感
染
症
の
影

響
は
健
康
面
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
経
済
、
社

会
、
各
種
行
事
・
祭
事
、
人
々
の
生
活
様
式

や
意
識
・
価
値
観
な
ど
非
常
に
多
岐
に
わ
た

 ▲１ 月に行ったドローンの実証実験

本
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続
き
実
証
実
験
を
行
い
、
離
島
環
境
で
の
限

ら
れ
た
人
的
物
的
資
源
を
有
効
活
用
で
き
る

よ
う
な
体
制
づ
く
り
に
向
け
て
土
庄
町
も
協

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
三
年
度
の
予
算
説
明

　
土
庄
町
に
お
い
て
は
、
土
庄
町
総
合
計
画

を
上
位
計
画
と
し
、
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
施

策
を
着
実
に
実
施
し
、
長
期
的
な
視
点
で
継

続
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
二
〇
六
〇

年
に
人
口
約
一
万
人
を
維
持
す
る
と
い
う
目

標
に
向
け
て
、
今
年
度
も
引
き
続
き
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
令
和
三
年
度
当
初
予
算
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
予
算
規
模
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一

般
会
計
は
総
額
九
十
七
億
九
千
四
百
万
円
で

前
年
度
比
△
七
億
七
千
五
百
万
円
、
率
に
し

て
七
．三
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
は
、
八
つ
の
特
別
会
計
の
総
額

四
十
五
億
八
千
九
百
四
十
六
万
八
千
円
で
、

前
年
度
比
△
九
百
七
十
一
万
一
千
円
、
〇
．二

％
の
減
で
す
。

　
次
に
、
一
般
会
計
の
歳
入
に
つ
き
ま
し
て

主
な
内
容
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
税
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
に
起
因
す
る
徴
収
猶
予
や

企
業
の
業
績
悪
化
に
よ
り
、
前
年
比
△

七
千
九
百
九
十
三
万
六
千
円
、
五
．二
％
の

減
。
地
方
譲
与
税
は
△
百
八
十
三
万
八
千

円
、
三
．四
％
の
減
。
地
方
特
例
交
付

金
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減
収
の

一
部
を
交
付
金
と
し
て
交
付
さ
れ
る

も
の
で
五
千
四
百
五
十
六
万
四
千
円
、

二
千
三
百
七
十
三
．五
％
の
増
。
地
方
交
付

税
は
公
債
費
分
等
の
増
を
見
込
ん
で
四
億

円
、
十
五
．一
％
の
増
。
国
庫
支
出
金
は

二
億
八
千
九
百
二
万
一
千
円
、四
十
八
．三
％

の
増
。
県
支
出
金
は
八
百
六
十
四
万
五
千

円
、
一
．八
％
の
増
。
寄
附
金
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
見
込
み
増
な
ど

に
よ
り
一
億
三
千
三
百
六
十
九
万
六
千

円
、
百
二
十
二
．三
％
の
増
。
繰
入
金

は
昨
年
度
取
り
崩
し
た
庁
舎
建
設
基
金

か
ら
の
繰
入
が
無
く
な
っ
た
こ
と
、
財

政
調
整
基
金
繰
入
金
の
減
等
に
よ
り
△

五
億
八
千
百
六
十
八
万
三
千
円
、
三
十
五
．

四
％
の
減
。
諸
収
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
度
の
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費

等
補
助
金
（
二
億
四
千
四
百
三
十
三
万
二
千

円
）
の
皆
減
が
主
な
要
因
と
な
り
△

一
億
九
千
四
百
七
十
七
万
二
千
円
、
四
十
．

八
％
の
減
。
町
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
庁

舎
建
設
事
業
債
の
大
幅
減
に
よ
り
△

七
億
八
千
二
百
五
十
万
円
、
三
十
三
．五
％

の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
続
き
ま
し
て
、
今
年
度
に
お
け
る
主
要
な

施
策
に
つ
い
て
、
土
庄
町
総
合
計
画
の
基
本

目
標
で
あ
る
五
つ
の
柱
「
住
ん
で
よ
く
、
訪

れ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」、

「
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」、「
子
育
て
し
や
す
く
、
賑
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
住
み
慣
れ
た
地
域
で

豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」、「
協
働
と

連
携
に
よ
り
、
自
律
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
に

分
け
、
記
載
さ
れ
て
い
る
章
、
節
に
沿
っ
て

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
一
に
「
住
ん
で
よ
く
、
訪
れ
て
よ
か
っ

た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
和
元
年
度
末
頃
か
ら
、
コ
ロ
ナ
感
染
症　

　
　
の
感
染
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、
観
光

振
興
施
策
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、延
期
、

規
模
縮
小
な
ど
、
予
定
し
て
い
た
事
業
の
開

催
は
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年

度
も
状
況
は
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
で
す
が
、
感

染
状
況
を
十
分
注
視
し
つ
つ
、
時
期
を
み
な

が
ら
各
事
業
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
観
光
の
振
興
と
し
て
は
、日
本
遺
産
認
定
を

契
機
に
気
運
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
今
、

重
岩
ア
ク
セ
ス
道
の
調
査
整
備
、
石
の
絵
手

紙
ロ
ー
ド
の
制
作
、
令
和
元
年
度
に
開
催
し

て
好
評
で
あ
り
ま
し
た
石
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ

の
開
催
、
小
豆
島
に
お
け
る
石
丁
場
の
調
査

を
行
い
、
認
知
度
お
よ
び
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力

の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
て
い
る
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

と
の
提
携
事
業
と
し
て
フ
ラ･

イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
地
域
資
源
の
豊
か
な
小
豆
島

を
舞
台
に
、
新
し
い
生
活
様
式
に
合
わ
せ
た

観
光
の
創
出
を
目
的
と
し
た
人
の
流
れ
を
創

り
ま
す
。
同
じ
く
延
期
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
に
と
も
な
う
、
マ
ル
タ
共
和
国
の
選

手
団
と
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
交
流
事
業
、
瀬
戸

内
国
際
芸
術
祭
２
０
２
２
の
プ
レ
事
業
に
あ

た
る
今
年
度
の
関
連
事
業
な
ど
を
成
功
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
気
運
を
高
め
、
土
庄
港
に
常

設
テ
ン
ト
型
施
設
を
設
置
し
て
新
た
な
賑
わ

い
を
創
出
し
港
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
ど
で
カ
ボ
チ
ャ
大
会
、
四
十
回
の
記

念
大
会
と
な
る
小
豆
島
ま
つ
り
、
瀬
戸
内
海

タ
ー
ト
ル
・
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
は

コ
ー
ス
の
新
設
、
年
齢
制
限
の
緩
和
に
よ
り

三
世
代
が
楽
し
ん
で
参
加
で
き
る
よ
う
計
画

す
る
な
ど
、
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に
十

分
留
意
し
た
上
、
新
し
い
生
活
様
式
の
下
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
行
事
・
季
節
毎

に
多
く
の
方
に
足
を
運
ん
で
も
ら
い
、
小
豆

島
の
魅
力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た

島
外
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　
次
に
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
し

尿
処
理
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
存
施
設

の
稼
働
に
必
要
な
精
密
検
査
、
整
備
等
を
行

い
、
適
正
に
継
続
で
き
る
管
理
運
営
に
努
め

新規事業・重点施策

基本目標 1

小豆島オリーブ牛振興事業
日本遺産推進事業
旧土庄高校３号館校舎改修事業

520 万円
1,492 万円
5,983 万円

「住んでよく、訪れてよかっ
たと思えるまちづくり」

令
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ま
す
。
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
細
心
の
注
意
を
払
い
つ
つ
、
具

体
的
な
計
画
推
進
に
向
け
て
鋭
意
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
的
な
目
標
で

あ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
啓
発
活
動
等
に
よ
り
削
減
に
努
め

ま
す
。

　
次
に
農
業
施
策
と
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ

カ
、
サ
ル
、
ヌ
ー
ト
リ
ア
な
ど
の
有
害
鳥
獣

被
害
の
軽
減
対
策
と
し
て
効
率
的
な
捕
獲
用

の
箱
わ
な
等
の
貸
出
、
電
気
式
お
よ
び
ワ
イ

ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
侵
入
防
止
柵
設
置
に

対
す
る
補
助
、
各
地
区
で
立
ち
上
げ
た
被
害

対
策
協
議
会
へ
の
補
助
な
ど
、
官
民
一
体
の

連
携
を
強
化
し
、
引
き
続
き
被
害
の
軽
減
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
生
産
基
盤
の
整
備
と
し
て
、
町
内
に
八
百

弱
存
在
す
る
た
め
池
の
う
ち
約
二
十
二
か
所

の
防
災
重
点
た
め
池
に
つ
い
て
、
災
害
発
生

時
の
危
険
度
予
測
、
避
難
行
動
に
役
立
て

る
よ
う
浸
水
想
定
区
域
図
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
）
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
ま
で

に
三
か
所
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
完
成
し
て

お
り
、
今
年
度
は
新
た
に
九
か
所
の
完
成
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
経
営
の
安
定
拡
大
と
し
て
、
他
の
生

産
地
区
と
の
販
売
競
合
に
競
り
勝
つ
た
め
、

小
豆
島
町
と
と
も
に
農
産
物
の
海
上
輸
送
費

の
補
助
を
始
め
ま
す
。

　
担
い
手
の
育
成
、
支
援
と
し
て
、
新
規
就

農
や
設
備
投
資
に
よ
る
営
農
拡
大
等
に
支
援

を
行
い
農
業
経
営
の
安
定
を
図
り
ま
す
。
ま

た
オ
リ
ー
ブ
植
栽
事
業
お
よ
び
採
油
関
連
機

器
の
整
備
を
支
援
し
、
小
豆
島
の
代
名
詞
で

あ
り
香
川
県
の
特
産
品
で
あ
る
オ
リ
ー
ブ
の

生
産
拡
大
と
と
も
に
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
産
地
消
の
促
進
と
し
て
、
地
域
産
品
と

し
て
広
く
認
知
さ
れ
て
き
た
小
豆
島
オ
リ
ー

ブ
牛
、
小
豆
島
島
鱧
、
小
豆
島
い
ち
ご
等
の

小
豆
島
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
引
き
続
き
取
り
組

み
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
認

知
度
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
更
に
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
資
源
を
活
用
し
た
活
性
化
の
推
進
と

し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
事
業
展
開
に

よ
り
豊
島
棚
田
で
の
稲
作
、
野
菜
作
り
な
ど

農
業
後
継
者
の
育
成
お
よ
び
農
業
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
配
置
に
よ
り
、
土
庄
町
の
漁
業
や
水

産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
、
水
産
振
興
に

努
め
ま
す
。

　
地
域
間
交
流
活
動
の
推
進
と
し
て
、
歴
史

友
好
都
市
で
あ
る
岡
山
県
津
山
市
と
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
を
通
し
て
の
交
流
、
歴
史
と

文
化
の
友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
長

崎
県
雲
仙
市
と
の
交
流
に
つ
い
て
、
商
業
ま

つ
り
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
相
互
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
な
ど
、
継
続
し
て
交
流
を
深

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
旧
土
庄
高
校
の

校
舎
等
解
体
工
事
が
県
に
よ
り
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
譲
与
さ
れ
た
旧
三
号
館
は
四
月

か
ら
改
修
を
進
め
、
利
活
用
し
て
ま
い
り
ま

す
。主
な
利
用
用
途
は
放
課
後
子
ど
も
教
室
、

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
、
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
、
文
化
財
展

示
な
ど
現
在
調
整
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
官

学
連
携
や
子
育
て
、
地
域
活
性
化
の
複
合
施

設
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
使
用
開
始
は
来
年

度
以
降
と
な
る
予
定
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
交
流
と
し
て
、
冒
頭

で
も
触
れ
ま
し
た
が
延
期
し
て
お
り
ま
し
た

全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会
、通
称「
離

島
甲
子
園
」
を
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
防
止

対
策
を
始
め
、
島
外
か
ら
来
ら
れ
る
中
学
生

お
よ
び
関
係
者
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
参
加

で
き
る
大
会
と
な
る
よ
う
、
十
分
な
態
勢
を

整
え
て
参
り
ま
す
。

　
移
住
・
定
住
の
促
進
と
し
て
、
都
市
圏
で

行
わ
れ
る
移
住
促
進
交
流
フ
ェ
ア
へ
の
出

展
、
そ
の
他
県
外
で
の
移
住
・
定
住
イ
ベ
ン

ト
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
や
各
種
の
情
報
発
信
を
引

き
続
き
積
極
的
に
行
い
ま
す
。
域
学
連
携
事

業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

の
連
携
に
よ
り
引
き
続
き
Ｕ
タ
ー
ン
者
等
へ

の
移
住
支
援
、
受
け
入
れ
体
制
な
ど
の
充
実

を
図
り
、
定
住
者
の
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う

努
め
ま
す
。

　
交
流
活
動
の
推
進
と
し
て
、
現
在
京
都
産

業
大
学
、
武
庫
川
女
子
大
学・短
期
大
学
部
、

香
川
大
学
、
徳
島
文
理
大
学
の
四
校
と
包
括

協
定
を
締
結
し
て
お
り
ま
す
。
夢
す
び
館
を

活
動
拠
点
に
、
各
種
事
業
の
展
開
、
調
査
研

究
、
交
流・関
係
人
口
の
増
大
と
人
材
育
成
、

協
働
に
よ
る
地
域
住
民
の
意
識
高
揚
、
地
元

の
魅
力
再
発
見
な
ど
、
引
き
続
き
積
極
的
に

展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
の
就

労
体
系
の
変
化
に
よ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推

進
が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
の
旧

土
庄
高
校
三
号
館
を
活
用
す
る
プ
ラ
ン
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
考

え
て
お
り
ま
す
。
教
室
を
企
業
の
テ
レ
ワ
ー

ク
の
場
所
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
助
成
を

行
う
こ
と
で
、
企
業
誘
致
を
促
進
し
ま
す
。

　
地
域
資
源
を
生
か
し
た
景
観
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
、
二
〇
二
〇
年
版
か
ら
「
訪
れ
て
み

た
い
日
本
の
ア
ニ
メ
聖
地
88
」
に
認
定
さ
れ

て
い
る
、
本
町
出
身
の
漫
画
家
山
本
崇
一
朗

さ
ん
の
作
品
「
か
ら
か
い
上
手
の
高
木
さ
ん

２
」
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
一
月
に
は
同
作
品
が

第
六
十
六
回
小
学
館
漫
画
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
ア
ニ
メ
の
聖
地
と
し
て
土
庄
町
を
訪
れ

る
フ
ァ
ン
や
観
光
客
も
多
く
、
今
後
は
情
報

発
信
や
集
い
の
場
と
し
て
「
か
ら
か
い
上
手

の
高
木
さ
ん
と
の
し
ょ
う
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」
を
土

庄
港
港
務
所
二
階
に
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、

舞
台
探
訪
を
目
的
と
し
て
来
島
さ
れ
る
フ
ァ

ン
や
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
け
る
よ

 ▲域学連携交流施設「夢すび館」
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う
、
関
連
事
業
も
展
開
し
な
が
ら
誘
客
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
第
二
に
「
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
活
排
水
・
下
水
処
理
対
策
の
充
実
と
し

　
　
て
、
大
谷
ポ
ン
プ
場
新
設
工
事
、
宮
の

下
ポ
ン
プ
場
の
改
築
工
事
を
進
め
、
効
率
の

良
い
雨
水
排
水
を
目
指
し
ま
す
。

　
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
、
啓
発
と
し
て
、

交
通
事
故
の
加
害
者
に
も
被
害
者
に
も
な
ら

な
い
よ
う
、
安
全
意
識
の
徹
底
に
つ
い
て
引

き
続
き
小
豆
警
察
署
と
連
携
し
な
が
ら
交
通

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事
業
を

継
続
し
て
行
い
、
運
転
に
不
安
を
持
つ
高
齢

者
の
方
の
返
納
の
後
押
し
と
な
る
支
援
を
行

い
ま
す
。

　
庁
舎
の
建
設
事
業
は
、
五
月
末
に
は
庁
舎

棟
建
設
、
診
療
所
棟
改
修
が
完
了
し
、
七
月

の
連
休
後
か
ら
の
開
庁
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
庁
舎
移
転
後
に
は
や
す
ら
ぎ
プ
ラ
ザ
の

改
修
工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
す
が
、
今
年
度

内
に
は
庁
舎
建
設
事
業
の
す
べ
て
が
完
了
す

る
予
定
で
す
。
新
庁
舎
は
災
害
発
生
時
に
お

い
て
も
持
続
可
能
な
行
政
機
能
を
維
持
で
き

る
環
境
を
想
定
し
て
整
備
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
土
庄
町
廻
池
・
伊
喜
末
地
区
の
急
傾

斜
地
崩
壊
防
止
工
事
、
河
川
の
自
然
災
害
防

止
事
業
を
実
施
し
、
防
災
・
減
災
に
努
め
ま

す
。

　
そ
の
ほ
か
消
防
団
活
動
に
使
用
す
る
可
搬

ポ
ン
プ
三
台
の
更
新
、
四
海
分
団
消
防
ポ
ン

プ
自
動
車
の
購
入
、
発
電
機
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光

器
の
配
備
に
よ
る
設
備
の
充
実
の
ほ
か
、
女

性
消
防
隊
員
の
活
性
化
大
会
参
加
を
始
め
と

す
る
隊
員
の
拡
充
計
画
、
昨
年
度
か
ら
延
期

と
な
っ
た
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場
す
る
大

部
分
団
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
訓
練
、
部
隊
訓

練
な
ど
を
通
し
て
練
度
を
高
め
、
災
害
発
生

時
等
の
迅
速
な
対
応
を
目
指
し
ま
す
。

　
道
路
環
境
の
整
備
と
し
て
、
改
修
が
必
要

な
町
道
の
舗
装
修
繕
工
事
を
実
施
す
る
な

ど
、
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
歩

行
者
に
も
車
の
走
行
に
も
安
全
で
快
適
な
道

路
環
境
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

外
灯
を
増
設
し
犯
罪
予
防
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
沖
之
島
離
島
架
橋
事
業
は
今
年
度

か
ら
建
設
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
あ
り
ま

す
。

　
第
三
に
「
子
育
て
し
や
す
く
、
賑
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　
育
環
境
の
充
実
と
し
て
、
四
海
こ
ど
も

　
　
園
の
建
設
に
着
手
し
ま
す
。
今
年
度
中

に
開
園
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
各
こ
ど
も

園
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
抗
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
教
員
経
験
者
を
加
配

す
る
こ
と
に
よ
り
、
授
業
数
の
減
を
想
定
し

た
学
力
の
保
障
に
努
め
ま
す
。
そ
の
ほ
か
昨

年
度
か
ら
文
部
科
学
省
の
取
り
組
み
と
し
て

学
校
環
境
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
て
情
報
化
を
推

進
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
進
め
て

お
り
、
今
年
度
は
小
・
中
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
用
プ
リ
ン
タ
ー
、
学
習
モ
ニ
タ
ー
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
用
大
型
テ
レ
ビ
等
を
整
備
し
、
情
報

化
社
会
に
対
応
し
た
教
育
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

　
次
に
、
中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房
機

器
の
更
新
事
業
に
つ
い
て
は
、
五
年
計
画
の

四
年
目
で
、
消
毒
保
管
機
、
真
空
冷
却
機
、

高
速
度
ミ
キ
サ
ー
等
を
整
備
す
る
な
ど
児
童

生
徒
の
安
全
を
考
慮
し
た
教
育
環
境
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
小・中
学
校
の
校
外
活
動
の
一
環
と
し
て
、

教
育
基
金
事
業
に
よ
る
神
戸
防
災
セ
ン
タ
ー

へ
の
体
験
学
習
、
東
京
都
港
区
と
の
ス
ポ
ー

ツ
交
流
事
業
な
ど
を
引
き
続
き
行
い
、
子
ど

も
た
ち
が
興
味
を
持
っ
て
学
習
で
き
る
環
境

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
就
労
等
に
よ
り
保
護
者
が
留
守
に

す
る
放
課
後
の
時
間
帯
や
週
末
等
に
児
童
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
居
場
所
を
提
供
す
る

た
め
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
放
課
後
児
童

預
か
り
事
業
を
継
続
し
、
子
育
て
世
代
が
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
を
図
れ
る
環
境
づ
く
り

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域

学
校
協
働
活
動
推
進
事
業
や
放
課
後
子
ど
も

教
室
事
業
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
図
書
館
の
充
実
と
し
て
、
本
を
た
く
さ
ん

読
み
た
い
と
の
要
望
を
受
け
ま
し
て
、
中
央

図
書
館
に
お
い
て
は
増
書
に
よ
る
図
書
の
充

実
、
ま
た
期
間
限
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
豊

島
小
・
中
学
校
の
体
育
館
に
中
央
図
書
館
の

図
書
を
運
搬
し
て
貸
し
出
す
移
動
図
書
館
事

業
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

続
い
て
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
振
興
と
し
て
、
一
年
の
延
期

新規事業・重点施策

新規事業・重点施策

基本目標２

基本目標３

土庄町庁舎建設事業
社会資本交付金事業

（沖之島離島架橋）

６億 7,016 万円
４億 6,626 万円

「誰もが安全で安心して暮
らせるまちづくり」

「子育てしやすく、賑わい
のあるまちづくり」

生

教

四海こども園建設事業
エンゼル祝金等支給事業

１億 4,558 万円
790 万円
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が
あ
り
ま
し
た
が
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
幕
に
合
わ
せ
た
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

が
四
月
十
八
日
、
土
庄
港
の
「
太
陽
の
贈
り

物
」
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、
土
庄
町
役
場
ま
で

の
一
．八
㎞
を
走
り
ま
す
。
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

と
と
も
に
皆
さ
ま
で
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

と
し
て
迎
え
る
マ
ル
タ
共
和
国
選
手
団
と
の

交
流
事
業
も
行
う
予
定
で
す
。
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
終
息
も
不
透
明
で
あ
り
ま
す
の
で
、
十

分
な
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
努
め
な
が
ら
実

施
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
開
催
に
あ

た
っ
て
は
皆
さ
ま
も
楽
し
み
な
が
ら
、
ま
た

温
か
い
お
も
て
な
し
で
迎
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
大
会
等
の
招
聘
、
離
島
甲
子
園
の
開

催
、
ま
た
幅
広
い
年
齢
層
に
対
応
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
に
よ
り
小
さ
な
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
地
域
全
体
が
元
気
に
な
れ
る
施

策
を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
文
化
の
継
承
振
興
と
し
て
、
肥
土
山

農
村
歌
舞
伎
舞
台
の
修
繕
を
二
ヶ
年
事
業
の

二
年
目
と
し
て
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
と
し
て
、
第
三
子
以
降
に
祝

金
を
支
給
す
る
エ
ン
ゼ
ル
祝
金
制
度
、
中
学

校
卒
業
ま
で
子
ど
も
の
医
療
費
を
無
償
と
す

る
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
を
引
き
続
き
実
施

す
る
と
と
も
に
、
一
歳
か
ら
三
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
る
子
ど
も
に
対
し
て
支
給
す
る
す
こ

や
か
手
当
な
ど
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減

を
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
虐
待
や
ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど
保
護
を

要
す
る
児
童
の
早
期
発
見
や
適
切
な
対
応
を

図
る
た
め
、
専
門
職
員
の
配
置
に
よ
り
初
期

対
応
が
迅
速
、
的
確
に
行
え
る
体
制
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
啓
発
リ
ボ
ン
や
ポ
ス
タ
ー

な
ど
に
よ
る
虐
待
防
止
等
啓
発
活
動
も
積
極

的
に
行
い
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
人
権
啓
発
の
推
進
と
し
て
、

県
下
九
町
と
し
て
初
（
県
内
の
状
況
：
三
豊

市
、
高
松
市
、
東
か
が
わ
市
）
の
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
支
援
す
る
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
言
制
度
を
導
入
し
て
、
人

権
を
尊
重
し
、多
様
性
を
認
め
合
い
な
が
ら
、

住
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ

る
社
会
を
目
指
し
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
第
四
に
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
豊
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
申
し
上
げ

ま
す
。

　
　
ず
、
健
康
づ
く
り
・
保
健
・
医
療
の
充

　
　
実
に
つ
い
て
は
、
島
民
の
皆
さ
ま
が
安

心
し
て
利
用
で
き
る
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
二
次
医
療
を
支
え
る
小
豆
島
中
央
病
院
の

医
療
体
制
の
維
持
に
む
け
て
構
成
町
で
あ
る

小
豆
島
町
と
と
も
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
診
断
業
務
も
充
実
し
て
お
り
ま
す
の

で
、体
調
に
不
安
の
あ
る
方
も
健
康
な
方
も
、

治
療
・
予
防
に
つ
い
て
何
か
あ
り
ま
し
た
ら

ぜ
ひ
小
豆
島
中
央
病
院
を
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
医
療
従
事
者
か
ら
先
行
し
て

進
め
て
お
り
ま
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
で
す
が
、
医
療
関
係
者
、
高

齢
者
等
、
一
般
接
種
を
個
別
接
種
・
集
団
接

種
に
よ
り
順
次
進
め
て
行
く
計
画
で
あ
り
、

で
き
る
だ
け
早
く
町
民
の
皆
さ
ま
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
行
き
届
く
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
そ
の
ほ
か
通
院
に
お
い
て
バ
ス
の
利
用
が

困
難
な
高
齢
者
等
お
よ
び
障
害
者
（
児
）
に

対
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
に
と
も
な
う
交
通

費
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
も
引
き
続
き
行

い
、
経
済
的
負
担
や
移
動
の
負
担
軽
減
を
図

り
ま
す
。

　
地
域
福
祉
の
充
実
と
し
て
、
町
民
の
生
涯

を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
推
進
の
た
め
、
乳
幼

児
健
診
や
妊
婦
健
診
等
の
母
子
保
健
、
各
種

の
予
防
接
種
や
が
ん
検
診
な
ど
の
事
業
を
引

き
続
き
行
い
ま
す
。
健
康
意
識
の
向
上
と
し

て
二
十
代
・
三
十
代
の
若
年
層
を
対
象
と
し

た
プ
レ
健
康
診
査
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
特
定
健
診
、
が
ん
検
診
等
の
受
診

率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
福
祉

計
画
の
策
定
を
行
い
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
適

切
な
利
用
や
社
会
福
祉
事
業
の
健
全
な
発
達

な
ど
地
域
福
祉
の
推
進
に
関
し
て
一
体
的
に

計
画
と
し
て
定
め
る
こ
と
で
、
要
支
援
者
の

生
活
課
題
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

　
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
環
境
整
備
の
一

環
と
し
て
、
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
を
新
た

に
行
い
ま
す
。
経
済
的
な
理
由
で
結
婚
を
悩

ん
で
い
る
若
者
を
対
象
に
、
引
越
し
費
用
や

住
居
費
等
の
結
婚
に
係
る
費
用
に
対
し
て
助

成
を
行
い
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
の
充
実
と
し
て
、
介
護
職
の

人
材
不
足
を
解
消
す
る
た
め
就
労
を
希
望
す

る
町
民
に
対
し
、
養
成
講
座
を
町
内
で
開
催

し
、
受
講
料
に
つ
い
て
引
き
続
き
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
感
染
症
の
影
響
で
外
出
機
会
が

減
少
し
て
い
る
高
齢
者
へ
の
支
援
と
し
て
、

敬
老
会
補
助
を
手
厚
く
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
「
高
齢
者
の

保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
」
を

継
続
し
ま
す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
下
で
の
新

し
い
生
活
様
式
を
実
践
し
て
い
く
中
で
、
高

齢
者
の
保
健
事
業
に
お
い
て
も
可
能
な
範
囲

で
の
支
援
、
介
護
予
防
に
関
す
る
情
報
提
供

等
を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　
障
害
者
福
祉
の
充
実
と
し
て
、「
土
庄
町

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
と
も
に
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」に
基
づ
き
、

さ
ま
ざ
ま
な
「
障
害
」
に
対
す
る
理
解
の
促

進
に
つ
な
が
る
よ
う
、
今
後
も
周
知
啓
発
に

努
め
ま
す
。

　
計
画
的
な
土
地
利
用
の
推
進
と
住
環
境
の

整
備
と
し
て
、
長
寿
命
化
計
画
に
沿
っ
た
大

木
戸
町
営
住
宅
改
修
工
事
も
引
き
続
き
行
い

ま
す
。
完
了
は
来
年
度
の
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
土
庄
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
一
環

新規事業・重点施策

基本目標４

「住み慣れた地域で豊かに
暮らせるまちづくり」

結婚新生活支援事業
新型コロナウイルスワクチン
予防接種事業

240 万円

3,376 万円

ま
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と
し
て
、
居
住
と
医
療
・
福
祉
・
商
業
、
公

共
交
通
等
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
機
能
と
都
市
全

域
を
網
羅
し
た
立
地
の
適
正
化
を
目
指
し
、

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
を

行
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
民
間
住
宅
耐
震
診
断
お
よ
び

耐
震
改
修
工
事
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き

行
う
と
と
も
に
、
平
成
二
十
九
年
度
よ
り
実

施
し
て
い
る
、
耐
震
改
修
工
事
の
促
進
を
目

的
と
し
た
民
間
住
宅
耐
震
化
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
事
業
を
継
続
し
、
住
宅
の
耐
震
性
の
向
上

を
図
り
、
町
民
生
活
の
安
全
確
保
に
努
め
ま

す
。
ま
た
道
路
等
に
面
し
た
危
険
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
撤
去
支
援
事
業
を
引
き
続
き
行
い
ま
す

の
で
、
危
険
だ
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
れ
ば

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
空
き
家
等
に
関
す
る
対
策
と
し
て
、
平
成

二
十
八
年
度
か
ら
老
朽
危
険
空
き
家
除
去
支

援
事
業
補
助
金
を
活
用
し
て
除
去
の
支
援

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
は
三
十
八

件
の
空
き
家
を
除
去
し
ま
し
た
。
累
計
で

百
六
十
一
件
の
除
去
が
完
了
し
て
お
り
ま
す

が
、
申
請
件
数
が
依
然
多
く
、
引
き
続
き
事

業
を
継
続
し
、
地
域
の
住
環
境
の
向
上
を
推

進
し
ま
す
。

　
第
五
に
「
協
働
と
連
携
に
よ
り
、
自
律
す

る
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
と
し

　
　
て
、
今
年
度
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を

四
名
募
集
し
て
十
名
体
制
と
す
る
予
定
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
加
え
畜
産
、
水
産

業
振
興
に
配
置
し
、
地
域
活
動
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。

　
情
報
化
の
推
進
と
し
て
、
平
成
二
十
八
年

一
月
か
ら
発
行
を
開
始
し
て
い
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促
進
を
目
指
し
ま
す
。

「
社
会
保
障
」「
税
」「
災
害
対
策
」
分
野
の

行
政
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
の

ほ
か
、
三
月
か
ら
は
医
療
機
関
に
お
い
て
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
保
険
資
格

確
認
の
開
始
な
ど
、
行
政
手
続
き
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
が
計
ら
れ
、
よ
り
利
便
性
が
増
し

て
お
り
ま
す
。
現
在
の
取
得
率
は
低
調
で
す

が
、
保
険
証
、
免
許
証
と
の
一
体
化
な
ど
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
シ
ー
ン
は
今

後
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。
取
得
が
ま

だ
の
方
は
、
ぜ
ひ
手
続
き
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
広
域
連
携
の
推
進
と
し
て
、
高
松
市
を
中

心
と
す
る
三
市
五
町
に
お
い
て
「
瀬
戸
・
高

松
広
域
連
携
中
枢
都
市
圏
」
の
連
携
協
約
を

結
ん
で
お
り
ま
す
が
、
圏
域
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
相
互
に
役
割
を
分
担
し
て
連
携
を

図
り
、
圏
域
全
体
の
経
済
の
活
性
化
と
魅
力

を
高
め
る
取
り
組
み
を
引
き
続
き
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
り
組
み
強

化
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税

を
通
し
た
町
の
魅
力
の
情
報
発
信
、
移
住
・

交
流・関
係
人
口
増
加
と
定
住
へ
の
影
響
力
、

地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
等
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

な
ど
、
そ
の
効
果
は
、
ま
ち
の
創
生
に
向
け

た
取
り
組
み
へ
の
大
き
な
機
会
の
一
つ
と
捉

え
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
好
意
を
活
か

し
て
よ
り
良
い
町
政
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
土
庄
町
で
は
、
庁
舎
建
設
事
業
、
沖
之
島

離
島
架
橋
事
業
な
ど
大
型
建
設
事
業
が
進
行

中
で
あ
り
、
事
業
の
財
源
に
充
て
る
地
方
債

の
元
利
償
還
金
は
増
加
し
、
今
後
数
年
は
高

止
ま
り
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
財
政

状
況
を
さ
ら
に
圧
迫
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
安
定
し
た
行
財
政

運
営
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
更
な
る
事
業

の
見
直
し
や
延
伸
、
経
費
節
減
の
徹
底
、
町

税
等
の
徴
収
強
化
、
町
が
保
有
す
る
未
利
用

財
産
の
売
却
や
貸
付
に
よ
る
自
主
財
源
の
確

保
に
い
っ
そ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
こ
ま
で
、
今
年
度
町
政
運
営
の
基
本
的

な
考
え
方
と
施
策
の
一
端
を
申
し
上
げ
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
な

ど
に
加
え
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
と
、
明
る
い
話
題
は
な
か
な
か
あ
り
ま

せ
ん
が
、
第
六
次
総
合
計
画
を
基
に
国
の
地

方
創
生
の
施
策
、
町
の
総
合
戦
略
の
施
策
と

互
い
に
連
携
さ
せ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
土
庄

町
が
持
っ
て
い
た
郷
土
の
風
土
、歴
史
文
化
、

ア
ー
ト
な
ど
の
魅
力
に
加
え
、
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
施
策
を
講
じ
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ・

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
対
応
を
強
化

し
、
移
住
定
住
を
引
き
続
き
推
し
進
め
る
こ

と
よ
り
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
を
食
い
止

め
、
地
域
経
済
の
景
気
回
復
を
重
点
項
目
と

し
て
、
土
庄
町
に
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、
訪

れ
て
良
か
っ
た
、
ま
た
訪
れ
た
い
と
思
っ
て

い
た
だ
け
る
「
ま
ち
」
と
す
る
た
め
、
計
画

の
実
現
を
目
指
し
て
鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
以
上
、
私
の
町
政
運
営
の
基
本
姿
勢
と
方

針
、
な
ら
び
に
本
日
提
案
い
た
し
ま
し
た
令

和
三
年
度
の
予
算
案
の
大
要
を
申
し
上
げ
ま

し
た
。
議
員
各
位
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▲利活用の幅が広がっているマイナンバーカード

新規事業・重点施策

基本目標５

「協働と連携により、自律
するまちづくり」

ふるさと納税推進事業
個人番号カード交付事業

３億 6,984 万円
626 万円

地
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総額 億 万円147 8,347総額 億 万円147 8,347
特別会計予算 一般会計 歳　入

一般会計 歳　出一般会計 歳　出（性質別）

【人件費】
　職員や特別職の給与、議員・各種委員の報酬など
【公債費】
　町の借金の元金、利子返済に要する経費
【扶助費】
　医療費など社会保障制度の一環として法令に基づ
　き支出される経費

【普通建設事業費】
　道路、学校など公共施設の建設などに要する経費
【物件費】
　消耗品、業務委託料などの消費的性質の経費
【補助費等】　
　各事業や団体への補助金や負担金

特別会計項目
国民健康保険事業
港 湾 整 備 事 業
宅 地 造 成 事 業
大 鐸 財 産 区 事 業
農業集落排水事業
介 護 保 険 事 業
福祉サービス事業
後期高齢者医療事業

合　　　計

20億3,093万円
4,247万円
7,959万円

392万円
2,301万円

20億5,776万円
9,294万円

2億5,885万円
45億8,947万円

当初予算金額 寄附金 2.5％
2億4,306万円

依存財源
65.6％

64億2,928万円

自主財源
34.4％

33億6,472万円

地方交付税 31.1％
30億5,000万円

町債 15.8％
15億5,030万円

繰入金 10.9％
10億6,191万円

町税 14.8％
14億4,692万円

地方交付税 31.1％
30億5,000万円

町債 15.8％
15億5,030万円

繰入金 10.9％
10億6,191万円

町税 14.8％
14億4,692万円

国庫支出金 9.1％
8億8,713万円

県支出金 5.1％
4億9,450万円

災害復旧費 0.0％
50万円

地方消費税交付金 3.1％
3億240万円

その他 1.4％
1億4,495万円

使用料及び手数料 2.0％
1億9,833万円

諸収入 2.9％
2億8,286万円

その他 0.7％　7,039万円
分担金及び負担金 0.6％　6,125万円

民生費 23.7％
23億2,119万円

総務費 21.8％
21億3,972万円

民生費 23.7％
23億2,119万円

総務費 21.8％
21億3,972万円公債費 12.3％

12億384万円

土木費 12.4％
12億1,242万円

衛生費 11.4％
11億1,497万円

公債費 12.3％
12億384万円

土木費 12.4％
12億1,242万円

教育費 7.1％
6億9,324万円
教育費 7.1％
6億9,324万円

衛生費 11.4％
11億1,497万円

消防費 4.2％
4億1,456万円

議会費 0.9％　8,826万円
商工費 2.6％
2億5,395万円

農林水産費 3.2％
3億1,336万円

その他 0.1％　750万円
労働費 0.3％　3,099万円

義務的経費
37.7％

36億9,027万円

その他の経費
41.4％

40億5,728万円

投資的経費
20.9％

20億4,645万円

人件費 16.6％
16億2,394万円

公債費 12.3％
12億384万円

普通建設事業費 20.9％
20億4,595万円

扶助費 8.8％
8億6,249万円

補助費等 15.3％
14億9,851万円

物件費 12.9％
12億6,743万円

繰出金 8.3％
8億1,059万円

人件費 16.6％
16億2,394万円

公債費 12.3％
12億384万円

普通建設事業費 20.9％
20億4,595万円

扶助費 8.8％
8億6,249万円

補助費等 15.3％
14億9,851万円

物件費 12.9％
12億6,743万円

繰出金 8.3％
8億1,059万円

その他 4.9％
4億8,075万円

0819
画像
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予　算令和３年度
土　庄　町
令和３年度
土　庄　町 予　算

一般会計　97億 9,400 万円

今年はこんな事業をします

　本年度の一般会計予算は、総額 97億 9,400 万円で、前年度に比べて 7億 7,500 万円、率にして 7.3％の減と
なりました。
　厳しい財政状況の中、施策の重点化および効率化を進め、第６次土庄町総合計画「きらめき創造プランとのしょ
う」の実現に向け、予算を編成しました。
　３月議会定例会で可決、成立しましたので、そのあらましをお知らせします。

•産学官連携の推進
放課後子ども教室やサテライトオフィスなどの複合的な
新たな交流拠点を整備します。

6,641万円

•スポーツによる交流人口の増加
新型コロナウイルス感染症により延期となった離島甲
子園（全国離島交流中学生野球大会）を開催します。

4,409万円

•移住・定住の促進
都市部で行われる各種イベントでの魅力発信や受入体
制などの充実を図ることで定住者の増加に努めます。

4,111万円

①住んでよく、訪れてよかったと思えるまちづくり
•新庁舎整備による防災力強化
災害発生時においても行政機能を維持できる新庁舎を
旧土庄中央病院跡地に整備します。

6 億 7,016 万円
②誰もが安全で安心して暮らせるまちづくり

•地域資源を活用した魅力づくり
日本遺産登録された「石の文化」や人気アニメ「からか
い上手の高木さん」を活用した魅力づくりを行います。

3,971万円

•小豆島産品のブランド力向上
小豆島オリーブ牛、小豆島島鱧、特定農産物などの小豆
島産品のPRを強化し、ブランド力の底上げを図ります。

1,462 万円

•離島架橋による社会基盤の整備
沖之島へ架橋することにより地場産業の活性化、医療
体制などの確保および地域間交流の促進を図ります。

4億 6,626万円

•消防団機材の充実
災害発生時に備え、計画的に消防団のポンプ車や可搬
ポンプなどの機材を更新整備します。

3,102 万円

•交通安全対策の推進
交通事故防止のため、交通マナーアップに取り組むとと
もに、高齢者の方の運転免許証自主返納を支援します。

548万円

•安心安全な教育・保育の確保
耐震性に課題を抱え、老朽化が著しい四海こども園園
舎を新たに整備し、子どもたちの安全を確保します。

1億 4,558万円

•子どもの健やかな成長支援
中学校を卒業するまでの間、子どもの医療費を無償と
し、健やかな成長を応援します。

3,184万円

•疾病予防・早期発見の推進
生活習慣病の予防やがんなどの早期発見を行うため、
各種検診（健診）を実施します。

1,106万円

•若年者への結婚支援
経済的な理由で結婚に踏み切れない若年者の結婚のた
めの引越し費用や住居費などを助成します。

240万円

•医療提供体制の確保
地域の中核病院である小豆島中央病院を小豆島町とと
もに支援し、安心して利用できる医療を確保します。

2億 3,574万円
③子育てしやすく、賑わいのあるまちづくり

•ふるさと納税制度による地域活性化
ふるさと納税制度を通して、町の魅力発信を行うとともに、地場産品の PRなどによる地域活性化を図ります。

3億 6,984万円

•マイナンバーカードの普及促進
マイナンバーカードの取得を推進するとともに、デジタル化による利便性向上や行政運営の効率化を図ります。

857 万円

⑤協働と連携により、自律するまちづくり

•オリンピック・パラリンピックによる賑わいづくり

東京オリンピック・パラリンピックの機運醸成のため、
聖火リレーの実施に協力します。また、ホストタウン
としてマルタ共和国選手団との交流を図ります。

1,317 万円

•新型コロナウイルスワクチン接種体制の整備

新型コロナウイルスワクチン接種のため、必要となる
環境を整備します。

3,376万円

④住み慣れた地域で豊かに暮らせるまちづくり

•子育てへの経済的支援
次世代を担う子どもの成長と保護者の経済的負担の軽減
を図るため、第３子以降の誕生に祝金等を支給します。

790万円
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・旅館業営業に係る営業の許可を受け、土庄町内に所
　在する宿泊施設において営業をする方
・住宅宿泊事業者であって、土庄町内に所在する宿泊
　施設において事業を営む方
・申請日以降も新型コロナウイルス感染症の感染拡大
　防止対策に取り組みながら、宿泊営業を継続して行
　う意思を有する方
・平成30年度分までの町税の滞納がない方
　※交付対象外の要件有

旅館・ホテル

旅館・ホテル

簡易宿所

住宅宿泊

店　舗

事業者

50万円

25万円

20万円

10万円

20万円

15万円

客室20室以上かつ
収容人数100人以上

・飲食店営業、喫茶店営業に係る営業の許可を受け、
　土庄町内に所在する店舗において営業をする方
・申請日以降も新型コロナウイルス感染症の感染拡大
　防止対策に取り組みながら、飲食店営業、喫茶店営
　業を継続して行う意思を有する方
・平成30年度分までの町税の滞納がない方
　※交付対象外の要件有

・中小企業等支援臨時給付金または中小企業等事業継
　続応援給付金の交付を受けた方のうち、継続的に宿
　泊業・飲食業と取引をもつ、次のいずれかに該当す
　る業種を営む方
　①食材生産に係る農業、漁業
　②食料品製造業
　③卸売業・小売業（食料品、飲料、燃料、装花、箸・
　　おしぼり、衛生用品）　
　④物品賃貸業
　⑤サービス業（クリーニング、一般・産業廃棄物処理、
　　建物メンテナンス）
　※上記以外については、個別に判断しますので、事
　　前にご相談ください。
・申請日以降も新型コロナウイルス感染症の感染拡大
　防止対策に取り組みながら、事業を継続して行う意
　思を有する方
  ※交付対象外の要件有

宿泊業営業
継続応援金

飲食業営業
継続応援金

宿泊業・飲
食業関連事
業者応援金

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策
　新型コロナウイルス感染症の大きな影響を受けている町内事業者の事業継続を支援します。

交 付 対 象 者 交付額（1回限り）

申請期間
申請方法

5 月 31 日㈪まで
詳細な情報は、町ホームページをご確認ください。
https://www.town.tonosho.kagawa.jp/gyosei/soshiki/shoko/1/1/1510.html

【申請・問い合わせ先】町役場商工観光課　☎62-7004

新型コロナウイルス感染症緊急経済対策
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 建設課 からのお知らせ

〇補助の内容 
　町内の事業者が施工するブロック塀などの撤去
に係る費用の５分の４を補助（限度額８万円）
　※1敷地につき、1回限りの補助となります。
〇受付期間 
　令和４年１月28日㈮まで
　※年度途中で予算額に到達次第、受付を終了します。
〇補助の対象者 
　危険なブロック塀などの所有者または所有者に
承諾を得て撤去を行う方。
〇対象となるブロック塀など 
　次の①～④のいずれにも該当する補強コンク
リートブロック塀や、それ以外の石造、れんがなど
組積造の塀が対象です。

◇補助の内容／
〇耐震対策【限度額】
　①耐震診断費用の10分の９【９万円】
　②耐震改修工事費用【100万円】
　③簡易耐震改修工事（評価値0.7以上）【50万円】
　④耐震シェルターなど設置工事費用【20万円】
〇耐震化リフォーム支援【限度額】
　25万円以上のリフォーム工事に係る費用（耐震
工事などに係る費用を除く）の20％【20万円のオ
リーブ流通券】

【申請・問い合わせ先】
　町役場建設課　☎62–7006

　①町内に存するもの
　②町が指定する道路に面するもの
　③道路面からの高さが1.2ｍを超えるもの
　④所定の点検表に基づく点検で、『危険』と判断
　　されたもの
〇注意事項 
　・町税の滞納のない方に限ります。
　・他の補助金との併用はできません。
　・申請前に撤去に関する工事を行った場合は、補
　　助を受けることができません。

【申請・問い合わせ先】
　町役場建設課　☎62-7006

◇対象となる住宅の主な要件／
　①昭和56年5月以前に建てられた戸建住宅、長屋、
　　併用住宅（住宅部分が過半以上のものに限る）
　②建築基準法の規定に基づく違反がないこと
　③施工後に主たる居住の場として継続して利用
　　すること
　④耐震改修工事は、耐震診断で「倒壊する危険性
　　がある」とされたもの
　⑤耐震化リフォームは、耐震改修工事（補助事業）
　　と併せて町内の施工業者が行うこと
　⑥民間住宅耐震対策支援事業交付要綱に基づく
　　耐震対策を過去に行っていないこと
　※その他別途要件があります。

　地震による危険なブロック塀などの倒壊による事故を防止するため、町が指定する道路に面した危険なブ
ロック塀などの撤去に係る費用の一部を補助します。

　町内の住宅に対して耐震診断・耐震改修工事に係る費用の一部を補助しています。また、耐震改修工事と
併せて住宅のリフォームを行う場合、リフォーム費用の一部を商品券で支援しています。住宅の耐震化をお
考えの方は、ぜひこの機会にご検討ください。
　補助の対象に関する要件など、詳しくは町役場建設課にお問い合わせください。

危険なブロック塀などの撤去費用を補助します

住まいの耐震化支援・耐震化リフォームを支援します

　町では、集落内の安全確保や交通事故防止のための防犯外灯（LED）新設事業を実施しています。この事
業は、町道の防犯外灯を新設する場合に限り、自治会からの申請により町が設置工事を行うものです。

【申請方法】
　防犯外灯設置の必要な場所について、自治会を通じて町役場建設課に申請してください。

【注意事項】
　①設置後の維持管理や修理などに要する一切の経費は自治会の負担となります。
　②予算の範囲内で緊急性の高い箇所から選定しますので、ご希望に添えない場合
　　もあります。

【申請・問い合わせ先】町役場建設課　☎62-7006

防犯外灯（LED）新設事業のご案内
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健康福祉課からのお知らせ 公共交通に関するアンケートに
ご協力ください

第3子以降の出産など祝金 　公共交通の利用実態と公共交通へのご意見・ご
要望などをうかがうため、郡内にお住いの方を対
象に、アンケート調査を実施します。小豆島地域
における今後の公共交通施策の展開を図る上で重
要な資料となりますので、ご協力をよろしくお願
いします。
◇回答方法／
・右の QR コードをスキャンし、　
　スマートフォンからご回答を
　お願いします。
・設問は最大で18問です。（所要　
　時間10分程度）
・町役場企画財政課・各地区公民館にもアンケー
　ト用紙を設置していますので、ご利用ください。
◇調査結果の取り扱い／
・本アンケート調査は無記名です。
・アンケート調査の結果は、統計的な目的以外に
　は使用しません。
・本アンケート調査は「株式会社福山コンサルタ
　ント」に調査を委託しています。

【問い合わせ先】
　小豆島地域公共交通協議会事務局
　（町役場企画財政課）　☎62-7014

　町では、第３子以降の新生児・乳幼児を養育す
る方に「すこやかエンゼル祝金」を支給しています。
次の支給要件を満たす方は、定められた期間内に
申請書を提出してください。
●エンゼル祝金
　第３子以降の出生児について、第３子は10万円、
　第４子以降は一人あたり20万円を支給します。
●すこやか手当
　エンゼル祝金の対象児が満3歳になるまで、１年
　ごとに12万円を支給します。
◇注意事項
　①祝金などの支給には要件があります。詳しくは、
　　町役場企画財政課にお問い合わせください。
　②祝金・手当とも、申請期間は対象児の誕生日
　　から３か月以内です。それ以後は、請求時効
　　として受付ができません。
　③町役場健康福祉課窓口・各地区公民館にも申
　　請書を設置していますので、ご利用ください。

【問い合わせ先】
　町役場健康福祉課　☎62-7002

　①令和３年１月１日以降に婚姻届を受理された
　　夫婦であること。
　②申請日の夫婦の前年所得の合計額が400万円
　　未満であること。
　　※貸与型奨学金を返済している方は年間返済
　　　額を所得から控除します。
　　※結婚を機に離職し、申請期間中に無職の方は
　　　所得なしとします。
◇その他要件／
　町が指定するライフプランや家事育児参画に関する講座などを受講すること。
◇補助上限額／夫婦の年齢がいずれも①39歳以下の場合は30万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　②29歳以下の場合は60万円
◇申請期間／令和４年３月31日㈭まで
            　※令和４年１月から３月までに婚姻した方は令和４年度に申請が
　　　　　　可能です。

③夫婦が土庄町内に居住していること。
④婚姻時の夫婦の年齢がともに39歳以下であること。
⑤他の公的制度による補助などを受けていないこと。
⑥夫婦ともに、過去に結婚にともなう新生活の支援
　に係る補助金などの交付を受けたことがないこと。
⑦夫婦が町税を滞納していないこと。

【問い合わせ先】町役場企画財政課　☎62-7014

　町では、令和３年１月１日以降に結婚した方に対して、新生活にかかる費用を助成します。
◇対象となる費用（令和３年１月１日から令和４年３月31日までに支払ったもの）／
　住居費：物件の購入費、敷金、礼金、共益費および仲介手数料（賃借料は除く。）
　引越費用：引越し業者または運送業者へ支払ったもの
◇対象者／次の条件を満たす方

土庄町結婚新生活支援事業補助金～結婚後の新生活にかかる費用を助成します～

 企画財政課 からのお知らせ
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【問い合わせ先】町役場健康福祉課　保健センター（やすらぎプラザ内）　☎62-1234

　町では、平成21年４月から特定不妊治療を受けているご夫婦に治療費の一部を助成しています。
特定不妊治療費を助成しています～申請要件などが緩和されました～

 健康福祉課 からのお知らせ

 住民環境課 からのお知らせ

◇申請時期／治療が終了した日の属する年度内
　※令和２年度に限り、令和３年１月から３月まで
　　に終了した治療については、令和３年４月末日
　　まで申請することができます。
◇指定医療機関／
　香川県が指定している医療機関（６病院）

◇注　意／
　★☆の年齢要件の緩和は、新型コロナウイルス
　感染症の感染拡大にともない設けられた特例で、
　令和３年３月31日までに治療を開始している必
　要があります。
　令和２年12月31日までに治療が終了した方につい
　ては、従前の制度が適用されます。

※香川県以外の都道府県知事、指定都市長および中核市
　長が指定した医療機関についても対象とします。

◇対象となる治療法／指定医療機関による特定不
　妊治療 ( 体外受精および顕微授精 )
◇対象者／次の条件を満たす方
①特定不妊治療が必要と医師に診断を受けた方
②1年以上土庄町に住所がある夫婦（法律婚、事実
　婚を問いません。）
③治療期間の初日において、妻の年齢が43歳未満
　（★）である夫婦
　★妻の生年月日が昭和52年4月1日から昭和53年
　　３月31日の場合は、44歳未満となります。
④町税などの未納がない方
◇助成の内容／
　１回の治療費のうち、県の助成額を控除した額か
　ら10万円を上限として助成します。
◇助成の回数／
　初めて助成を受ける際の治療開始時の妻の年齢
　が、40歳（☆）未満の方は43歳になるまでに１
　子ごとに通算６回まで、40歳（☆）以上43歳未
　満の方は１子ごとに通算３回まで助成します。
　☆妻の生年月日が昭和55年4月1日から昭和56年
　　３月31日の場合は、41歳となります。

国民年金保険料の金額が変わりました 国民年金保険料学生納付特例制度のご案内
　令和３年４月分から令和４年３月分までの国民年
金保険料は、月額16,610円となりました。
　国民年金保険料は、日本年金機構から送られる納
付書により、納付期限までに銀行などの金融機関、
郵便局、コンビニエンスストアで納めてください。
また、クレジットカードによる納付やインターネッ
トなどを利用しての納付、そして便利でお得な口座
振替もあります。
　なお、申込の際は、通帳、印鑑（金融機関の届出印）
が必要です。

【問い合わせ先】
　高松東年金事務所　☎087-861-3866
　町役場住民環境課　☎62-7003

　国民年金は、20歳以上であれば、学生も加入しな
ければなりません。
　しかし、学生は一般的に所得が少ないため、ご本
人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納
付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
◇対象者／
　学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、
　高等学校、高等専門学校、専修学校および各種学
　校（就業年限１年以上である課程）に在学する学生
◇承認期間／４月から翌年３月まで
◇注意事項／
　承認を受けた次の年度も在学予定で、引き続き学
　生納付特例制度の申請を希望する場合は、４月　
　上旬に送付される再申請の用紙に必要事項を記入
　して、郵送してください。

【問い合わせ先】
　高松東年金事務所　☎087-861-3866
　町役場住民環境課　☎62-7003

No.
1
2
3
4
5
6

高松市
高松市
高松市
高松市
丸亀市
善通寺市

高松市立みんなの病院
安藤レディースクリニック
よつばウィメンズクリニック

高松赤十字病院
厚仁病院

四国こどもとおとなの医療センター

所在地 病 　 院 　 名
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【問い合わせ先】町教育委員会事務局教育総務課　☎62-7012

 教育総務課 からのお知らせ

　子ども ･ 子育て支援事業計画や土庄町グランドデザインのワークショップなどで、かねてよりご要望が多
かった公園整備ですが、地域の交流を深めるとともに子育て支援の充実を図るため、東洋紡績跡地芝生広場
に整備していた公園が完成しました。
　園内には、旧愛の園保育所や旧渕崎幼稚園から移設した思い出の遊具や新しい大きな複合遊具のほか、ベ
ンチや休憩所が設置されています。
　小さな子どもから高齢者の方まで幅広くご利用ください。
　なお、複合遊具については、芝生の養生期間を経て、4月29日
( 木・祝 ) から利用できるようになります。
　この公園整備には「新・かがわ健やか子ども基金」を活用して
います。

東洋紡績跡地芝生広場に公園が完成しました

【申請・問い合わせ先】町役場農林水産課　☎62-7007

　新型コロナウイルス感染症の終息が見通せず、先行きの不安から設備投資、設備更新および事業拡大を控
えている農林水産事業者に対し、減少しつつある農林水産業の担い手の安定的な事業継続および町内の農林
水産業の活性化を目的として、今後も農林水産業を継続する事業者が設備投資などを行った場合に補助を行
います。

※詳しくは町ホームページをご覧いただくか、町役場農林水産課へお問い合わせください。
　https://www.town.tonosho.kagawa.jp/gyosei/sangyo/norin_suisan/2/2179.html

農林水産業活性化緊急支援事業費補助金のお知らせ

 農林水産課 からのお知らせ

【対象事業】
　・販路の開拓または販売の促進に向けた情報発
　　信・販売促進資材の作成
　・省力化・省人化に効果がある設備の導入
　・商品の試作・開発
　・事業の継続に必要な設備の導入または改良

【補助金額】
　・法人：対象経費の２分の１（上限200万円）
　・個人または任意団体：対象経費の４分の３
　　（上限37万５千円）

【対象者】
　・漁業者（町内漁業協同組合または当該組合に属
　　する正組合員）
　・農業者（知事または町長に認定された認定農業
　　者または認定新規就農者）
　・林業者（造林、育成および生産などの林業生産
　　活動を行っている組織）
　・集落営農組織（中山間事業の取組などにより地
　　元の農地を守っている組織）

【申請期限】
　５月31日㈪まで

≪利用上の注意≫
・遊具などは正しく使いましょう。
・ゴミは持ち帰りましょう。
・火を使うことは禁止です。
・園内に自転車を乗り入れることは禁止です。
・迷惑行為はやめましょう。
・園内での事故・けが・盗難・紛失などについては、責任は
　負いかねます。
・小さな子どもには必ず大人が付き添いましょう。



【受診対象者】
　国民健康保険被保険者（今年度40歳以上の方）

【受診医療機関】小豆島中央病院
【実施期間】６月１日㈫～令和４年３月31日㈭
【申込期間】４月15日㈭～令和４年２月28日㈪
【申込窓口】町役場健康福祉課窓口
　　　　　  ※電話での申込はできません。　

【申込で必要なもの】
　①マイナンバーカードまたはマイナンバー通知カード
　②本人確認書類
　③国民健康保険被保険者証
　④印鑑
　⑤特定健康診査受診券（５月下旬送付予定のため、
　　到着前に申し込む場合は不要）

　人間ドックでは、糖尿病や高血圧症などの生活
習慣病を予防するための基本的な健診（特定健診）
の検査項目に、がん検診などを加えた検査を一度
に受診できます。
　ご自身の生活習慣病の早期発見に役立て、健康
な毎日を過ごすために、ぜひ受診してみませんか。

●注意事項
　①後期高齢者の人間ドックは、昨年度をもって
　　終了しました。
　②人間ドックを受診する場合は、検査項目が重
　　複するため、今年度実施予定の特定健診（自
　　己負担600円）は受けられません。健診の詳
　　細は、広報とのしょう5月号に掲載します。
　③受付は先着順です。受診希望の方は、お早め
　　にお申し込みください。

●検査内容・自己負担額
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 生涯学習課 からのお知らせ

◇と　き／８月１4日㈯
◇ところ／中央公民館　大ホール
◇対象者／平成12年４月２日～平成13年４月１日生まれの方で
　次のいずれかに該当する方
　①土庄町に在住する方
　②土庄町内の中学校を卒業した方
　③上の①②以外で町長が認めた方
　※対象者には６月上旬までに案内状を発送します。届いた
　　案内状は大切に保管し、当日受付でご提示ください。

　令和２年度土庄町成人式は、名称を新たに開催することとなりました。対象者の皆さん、人生の大きな節
目となる晴れ舞台であり、久しぶりの仲間との再会。ぜひご参加ください。

1日人間ドックの申込方法

土庄町二十歳のつどい開催日のお知らせ

【問い合わせ先】町教育委員会事務局生涯学習課　☎62-7013

【問い合わせ先】町役場健康福祉課　☎62-7002

自分でつくる生活習慣「1日人間ドック」で健康チェック

検　　査　　内　　容 自己負担額

 

 

基
本
検
査

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

問診、計測（身長・体重・肥満度 (BMI)・腹囲）、視力、簡易聴力検査、血液検査、
心電図検査、尿検査、胃部Ｘ線撮影または胃カメラ、便潜血反応、腹部エコー
など

3,610 円
（費用の 1 割）

13,860 円
2,981 円
4,279 円
6,182 円
3,850 円
10,032 円

肺や気管、心臓疾患などの検査です。
血液検査で前立腺から分泌される物質の値を調べます。
婦人科診察と細胞診検査を行います。
マンモグラフィ
視触診・乳腺エコー
視触診・乳腺エコー・マンモグラフィ

胸部 CT
前立腺検査

子宮頸がん検診

乳がん検診

※オプション検査費（税込）は、全額自己負担となります。
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やすらぎプラザ ガイド
やすらぎプラザ ☎62−1234（平日8時30分～17時15分）

　
「
コ
ロ
ナ
う
つ
」
と
い
う
言
葉
も
、
去
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で
耳
に

す
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
の
一
つ
で
す
。
思
う
よ
う
に
気
分
転
換
が
で

き
な
く
て
、
心
が
し
ん
ど
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
２
月
に
、
国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
が
報
告
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

で
、
子
ど
も
の
う
つ
状
態
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
学
４
～

６
年
生
の
15
％
、
中
学
生
の
24
％
、
高
校
生
の
30
％
に
、
中
等
度
以
上

の
う
つ
症
状
が
あ
る
と
い
う
結
果
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

子
ど
も
が
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
と
き
に
は
、
頭
痛
や
腹
痛
と

い
っ
た
身
体
の
症
状
と
し
て
表
れ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
攻
撃
的
に

な
っ
た
り
、
か
ん
し
ゃ
く
を
お
こ
し
た
り
、
登
校
を
嫌
が
る
、
甘
え
る
、

な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
上
手
に
や
り
過
ご
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
だ
ん

だ
ん
と
気
持
ち
も
持
ち
直
す
も
の
で
す
が
、
ス
ト
レ
ス
が
強
す
ぎ
た
り
、

子
ど
も
が
弱
っ
て
い
た
り
す
る
と
、
な
か
な
か
回
復
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
自
分
の
気
持
ち
を
話
せ
る
お
子
さ
ん
で
あ
れ
ば
、
イ
ラ
イ
ラ
や
不
安

な
気
持
ち
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
上
手
に
表
現
で
き
な
い
お
子
さ
ん

の
場
合
で
も
、「
ち
ゃ
ん
と
そ
ば
に
い
る
よ
」
な
ど
と
声
を
か
け
た
り
、

安
心
で
き
る
方
法
を
一
緒
に
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
ね
。
お
子
さ
ん

が
ス
ト
レ
ス
を
乗
り
越
え
る
ま
で
の
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
安
心

で
き
る
環
境
で
安
心
で
き
る
人
と
一
緒
に
い
る
、
と
い
う
の
は
大
き
な

支
え
で
す
。

　
同
じ
調
査
で
、
保
護
者
の
約
30
％
に
も
中
等
度
以
上
の
う
つ
症
状
が

み
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
大
人
も
、
例
年
に
も
増
し
て
ス
ト
レ
ス
の
か
か

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
状
態
に
気
づ
く
た
め
に
は
、
大
人
に

余
裕
が
な
け
れ
ば
難
し
い
で
す
。
し
か
し
、
現
状
は
大
人
に
も
決
し
て

余
裕
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
人
の
方
も
、
自
分

を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
頑
張
り
す
ぎ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
所
属
す
る
機
関
に
も
相
談
で

き
ま
す
。
公
の
相
談
窓
口
も
あ
り
ま
す
。
参
考
に
な
る
サ
イ
ト
も
あ
り

ま
す
。
医
療
機
関
も
あ
り
ま
す
。
視
野
を
広
げ
て
、
必
要
な
時
に
は
た

め
ら
わ
ず
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
参
考
（
気
に
な
る
様
子
と
そ
の
対
処
方
法
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
）

　
国
立
成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
「
第
2
回
コ
ロ
ナ
×
こ
ど
も
ア
ン
ケ
ー
ト

　
こ
ん
な
様
子
が
気
に
な
り
ま
す
！
」

　

http://w
w

w
.ncchd.go.jp/center/activity/covid19_kodom

o/

　

report/pcaresym
ptom

0828.pdf

「
気
づ
い
て
ほ
し
い
、
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
」

【
子
ど
も
の
健
康
相
談
室
】

小
豆
島
中
央
病
院
小
児
科
山
本
真
由
美
先
生

◇会　場／やすらぎプラザ
◇対象者／町内在住の20歳～69歳の方または妊産
　　　　　婦（1回のみ）
◇内　 容／
　①歯科医による健診
　　むし歯や詰め物、歯ぐき、かみ合わせなどの
　　確認、お口の気になることの相談
　②歯科衛生士によるブラッシングのアドバイス
◇定員・健診料／各回先着20名・無料
　※準備の都合上、必ずご予約ください。
◇申込・問い合わせ先／
　保健センター　☎62–1234

◇日　程／各回13時～（時間予約制）
健診実施日
5月 27日㈭
7月 15日㈭
11月 4日㈭

令和４年 1月 20日㈭

５月 25日㈫
7月 13日㈫
11月 2日㈫

令和４年１月 18日㈫

申込期限献血日程
●４月18日㈰　9時30分～15時
　会場：ライオンズクラブ花のチャリティ会場
　　　　（オリーブタウン広場内）
●４月30日㈮　
　①９時30分～10時30分
　　会場：まるおモータース
　②14時～16時30分
　　会場：小豆総合事務所

届きます  あなたのやさしさ  献血で おとなの歯科健診
～愛の献血にご協力を～

　輸血用血液は使用期限が短く、コロナ禍におい
ても献血は必要です。一時的に偏ることなく、安
定的に血液を供給するためには、継続した献血が
不可欠です。
　今回は、400ml の献血のみを行います。皆さん
のご理解とご協力をお願いします。

　歯周病は、歯を失う大きな原因だけでなく、身
体にも大きな影響を及ぼします。糖尿病や狭心症
などの生活習慣病、女性は妊娠・出産や閉経後に
増える骨粗しょう症などが関係していることが分
かってきています。
　実施日のいずれか1回を申し込み、歯や歯ぐきの
状態を確認しましょう。

毎月19日は

朝ごはんを食べましょう！
『かがわ食育の日』
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まち　わだいTown Topicsの

Town  Topics

　土庄町交通安全母の会から、令和３年４月に１年
生となる町内の新入学児童のためのランドセルカ
バー約80枚が贈呈されました。
　土庄町交通安全母の会では、「交通安全は家庭か
ら」をスローガンに、子どもの交通安全意識を高め
る取り組みとして毎年
ランドセルカバーの贈
呈を実施しています。
　同会の羽座仁美会長
から贈呈を受けた土庄
小学校の役重校長は感
謝の思いを伝えました。

　「地元の元気応援寄付」は、新型コロナウイルス感染症の拡大により全国的に社会・経済が大きな影響を
受けている現状を踏まえ、この苦境を乗り越えるべく奮闘している地域社会を支援するために、明治安田生
命保険相互会社が実施しているものです。
　この度、土庄町には20万円の寄付をいただき、同社高松支社
の佐々木裕明支社長から三枝町長に寄付目録が贈呈されました。
　なお、同社からの寄付は、昨年８月の「私の地元応援募金」
に続くものです。
　いただいた寄付金は、災害発生時の避難所での衛生対策とし
て、検温器やマスク、フェイスガード、感染防護衣などの購入
に活用させていただきます。

　小豆島中央病院で、医療従事者を対象とした新型
コロナウイルス感染症のワクチン接種が始まり、同
院佐藤企業長をはじめ11名の医療従事者が1回目の
接種を受けました。
　接種にあたって事前に問診を行い、会場では検温
や人と人との間隔を十
分に開けるなどの感染
症対策がとられました。
　１回目の接種を受け
た職員は、３週間以降
に２回目の接種を受け
る予定です。

3/11 ランドセルカバーの贈呈

2/22　明治安田生命保険相互会社から
「地元の元気応援寄付」による寄付をいただきました

 3/19　小豆島中央病院で
ワクチン接種が開始

■身近な出来事や話題など、皆さまからの情報をおまちしています。　町役場企画財政課 ☎62−7014

土庄町地域おこし協力隊　中口　元希地域おこし協力隊コーナー
　こんにちは。昨年12月に着任しました豊島地区農業振興担当の中口です。
　農作業が少ない冬季のうちに、樹木剪定、雑草処分、排水路整備、獣害除けの電気柵整備などを行って

います。
　豊島はイノシシやヌートリアによる農作物の被害が深刻
な問題になっています。これからの繁忙期に向けてしっか
りと獣害対策をしておかなければなりません。
　自分は農業に関しては全くの素人でしたので、ゼロから
のスタートです。様々なことを周囲の皆さんからご指導い
ただきながら、とにかく今は作業の基礎を学ぶ毎日です。
いずれは農業振興活動を通じて、しっかりと地域の役に立
てるようになりたいと考えています。
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午前 9 時～午後 6 時

毎週月曜日、毎月末日、
国民の休日

（水曜日は午後7時まで）
休 館 日

開館時間
☎62−0273

新 し い 本図書館コーナー

　今回は第20回記念の特別賞を設け、優秀賞とと
もに自筆短冊の展示を行います。
　応募総数811名1,494句の中から選ばれた19名の
作品を、ぜひご覧ください。
◇展示日程

【西光寺客殿】４月７日㈬
【中央図書館】４月８日㈭～４月25日㈰　
【小豆島尾崎放哉記念館】４月27日㈫～５月６日㈭
【中央公民館１階ロビー】５月８日㈯～５月28日㈮
※都合により変更する場合が
　あります。

◇問い合わせ先
　小豆島尾崎放哉記念館
　☎62-0037

　春の自然を楽しみながら殿川周辺を散策しま
しょう。殿川には香川県準絶滅危惧種に指定され
ているイシガメを見つけることができるかな？
◇と　き／５月９日㈰　9時～11時30分
　　　　　※雨天中止
◇ところ／殿川周辺（土庄町肥土山）
◇集合時間・場所／８時30分　大鐸グラウンド
◇持ち物／おにぎり、水筒、レジャーシートなど
◇服　装／歩きやすい服装
◇参加費／大人：200円、こども：100円
　　　　　（当日集金、保険料を含みます）
◇定　員／親子10組程度（先着順）
◇申込期間／４月12日㈪～５月７日㈮ 17時
◇その他／
　・一般の方も参加できます。
　・感染症対策（マスク着用など）にご協力をお
　　願いします。
◇申込・問い合わせ先／
　小豆島自然観察会事務局
   ☎62-7013　FAX62-0387

第20回放哉ジュニア賞
特別賞・優秀賞受賞作品展示

お探し物は図書室まで
ヨンケイ !!
草原のサーカス
紅蓮の雪
母影
灰の劇場
代理母、はじめました
わたしの好きな季語
ヴィンテージガール
帝国の弔砲
テスカトリポカ
幼なじみ　～新・居眠り磐音～
処女の道程
俺と師匠とブルーボーイとストリッパー
階層樹海
父と子の絆
元彼の遺言状
168 時間の奇跡
その扉をたたく音
たかが殺人じゃないか
乱れ雲　～風の市兵衛～
ジャックポット
境界線
ムーンライト・イン
悪の芽
いわいごと
おたがいさま
これで暮らす
高校生のわたしが精神科病院に入り自分
のなかの神様とさよならするまで
血も涙もある
湯どうふ牡丹雪

書 　 　 名 著 　 者
青　山 　美智子
天 沢 　夏 月
彩 瀬 　ま る
遠 田 　潤 子
尾　崎 　世界観
恩 田 　　　陸
垣 谷 　美 雨
川 上 　弘 美
川 瀬 　七 緒
佐 々 木　　譲
佐 藤 　　　究
佐 伯 　泰 英
酒 井 　順 子
桜 木 　紫 乃
椎 名 　　　誠
島　田 　潤一郎
新 川 　帆 立
新 堂 　冬 樹
瀬　尾 　まいこ
辻 　　　真 先
辻 堂 　　　魁
筒 井 　康 隆
中 山 　七 里
中 島 　京 子
貫 井 　徳 郎
畠 中 　　　恵
群　　よ う こ
群　　よ う こ

も つ お

山 田 　詠 美
山 本 　一 力

「殿川周辺の自然を探ろう～イシガメの生態～」
春の親子自然観察会

催 し も の
●古文書を読む会
　４月13日㈫、２0日㈫、27日㈫ 9時30分
●英語教室
　４月21日㈬ 10時
●第20回放哉ジュニア賞自筆短冊展
　４月25日㈰まで
●4月の本展
　４月28日㈬まで  「園芸」
●子育て支援コーナー展示
　４月28日㈬まで 「新年度スタート　朝からしっ
　かり食べて頑張ろう」
●ティーンズ展示
　４月28日㈬まで「さあ、ファンタジーの世界へ！」
●読書週間イベント「お楽しみ袋」
　４月20日㈫～５月９日㈰



　　　　4 月14日

16日

22日

23日

27日

28日

5 月 6 日

◦10か月児健診
　（R2年6月生まれ）
◦4か月児健診
　（R2年11月生まれ）
◦1歳児相談
　（R2年3月～4月生まれ）
◦1歳6か月児相談
　（R1年7月～8月22日生まれ）

◦子育て相談
　（妊婦～子ども）
◦ことばと聴こえの相談
　（要予約）
◦すこやかルーム
　（R3年2月生まれ）
◦2歳児歯科健診
　（H31年1月～2月生まれ）

◆ 相 談 案 内 ◆◆ やすらぎプラザ ◆◆ 主 な 行 事 ◆

◆ 土庄こども園子育て支援室 ◆

4 月18日

29日

5月 9 日

◦東京2020オリンピック聖火リレー
　土庄港前～町役場
　［太陽の贈り物前］
◦小豆郡ジュニア大会
　（バスケットボール）
　総合会館 ( ﾌﾚﾄﾋﾟｱﾎｰﾙ )
◦小豆島小学生バレーボール大会
　総合会館 ( ﾌﾚﾄﾋﾟｱﾎｰﾙ )

４ 月 の 行 事 予 定 4月10日～5月9日

10:40～11:04

9:00

9:00

個別案内

個別案内

個別案内

個別案内

10:00

個別案内

10:00

個別案内
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マイナンバーカード
休日受付

●心配ごと相談および交通事故相談
　　　　（総合福祉会館）

４月20日㈫　13:00～15:00
５月 6 日㈭　13:00～15:00

●人権相談（中央公民館）
４月22日㈭　10:00～15:00

●こころの悩み相談  ※要予約
４月15日㈭　14:30～16:10

●無料法律相談（総合福祉会館） ※要予約
４月13日㈫　14:00～16:35
４月27日㈫　14:00～16:35

●年金相談（豊島公民館）
４月23日㈮　11:00～16:00

（中央公民館）※要予約
５月 6 日㈭　10:00～15:00

小豆総合事務所保健福祉課  ☎62-1373

香川県弁護士会  ☎087-822-3693

高松東年金事務所  ☎087-804-0508

◎勤労者体育館閉館
　勤労者体育館は、４月30日㈮をもって閉館する
ことになりました。施設の耐震補強が未実施であ
るため、利用者の安全を確保することを考慮して
このたび閉館の運びとなりました。今後は土庄第
二体育館 ( 旧土庄高校体育館 ) をご利用ください。
◎土庄第二体育館 ( 旧土庄高校体育館 ) 貸出
　５月１日㈯から、土庄第二体育館 ( 旧土庄高校
体育館 ) の貸出を開始します。
◇施設名／土庄第二体育館
◇所在地／土庄町甲282-1
◇使用料／

◇申請窓口／総合会館 ( フレトピアホール ) 窓口
◇問い合わせ先／
　町教育委員会事務局生涯学習課　☎62-7013

※町外の方は別途使用料をいただきます。

勤労者体育館閉館および
土庄第二体育館貸出のお知らせ

室名／区分 ９時～17時
330円
165円

17時～22時
440円
220円

１時間当たりの使用料

体育室 全面
半面

 ４月13日
19日
28日

◦ぴょーんと遊ぼう①②
◦戸形なかよし広場
◦絵本の読み聞かせ①②

10:00
10:00
10:00

※行事はすべて予約が必要です。
※新型コロナウイルス感染症の拡大状
　況により行事を中止する場合があり
　ます。
【問い合わせ先】
　土庄こども園子育て支援室
　　　　　　　　　　　 ☎62-0843

５月９日㈰　9:00～15:00
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　「自宅に『新型コロナウイルス
ワクチンが優先的に接種できる』
と電話があった。家族の名前や職
業を聞かれたり、７万８千円を銀
行口座に振り込むよう要求された
りした」という相談が寄せられて
います。
　ワクチン接種は無料です。接
種の時期になると、市や町から

「接種のお知らせ」と「接種券」
が届きます。
　市や町などが、ワクチン接種
のために金銭や個人情報を電話・
メールで求めることはありませ
ん。ワクチン接種で金銭などを要
求する電話は、すぐ切りましょう。
　困った時は一人で悩まずに次
の相談先へお電話ください。

【困った時の相談先】
・香川県消費生活センター 
　☎ 087-833-0999
・小豆県民センター
　☎ 62-2269
・消費者ホットライン　
　☎ 188（局番なし）

新型コロナウイルスワクチン
接種の便乗詐欺に注意

くらしのワンポイント
アドバイス

　小豆地区猟友会が銃によるシカ
の一斉捕獲を実施します。大変危
険ですので期間中は山林になるべ
く立ち入らないようご協力お願い
します。
▶と　き／
　４月11日㈰～６月６日㈰
　日の出から日没まで
▶捕獲区域／
　豊島地区以外の町内全域の山裾
　から山中
▶捕獲許可頭数／75頭
▶問い合わせ先／
　町役場農林水産課
　☎62-7007

▶主な教室・活動／
　・手芸教室（月１回）
　　会費無料（材料費実費）
　・絵てがみ教室（月１回）
　　会費無料
　・健康教室（週１回）
　　会費無料
　・100円モーニング（月２回）
　　会費１回100円
　※その他にも、合同文化祭や餅
　　つき大会、うどん作り、お菓
　　子作り（すべて年1回）なども
　　実施しています。
▶問い合わせ先／
　富丘文化センター
　☎62-0296
　開館時間：８時30分～17時
　休館日：土・日曜日、祝日、
　年末年始

　富丘文化センターは、人権啓発
や福祉の向上のための「住民交流
の拠点」として、また地域社会に
密着したコミュニティーセンター
として、さまざまな活動を行って
います。
　参加を希望される方は、お気軽
にお問い合わせください。

▶広告規格／１枠分
　①縦50ﾋﾟｸｾﾙ×横170ﾋﾟｸｾﾙ
　② JPEG 形式・GIF 形式
　③容量４キロバイト以内
▶掲載料／１枠 120,000円／年
▶掲載位置／トップページ
　〈http://www.town.tonosho.
　kagawa.jp/〉
▶申込・問い合わせ先／
　町役場総務課　☎62-7000

お 知 ら せ
令和3年度　春季シカ一斉
捕獲のお知らせ

土庄町富丘文化センター
をご存知ですか

「町のホームページ」にバナー
広告を掲載しませんか
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　四国財務局には、借金でお悩み
の方のための相談窓口があります。
　1人で悩まず、ご相談ください。
必要に応じて、弁護士・司法書士
などの法律専門家への引継ぎも
行っています。
◇受付時間／
　平日９時～12時、13時～17時
　（祝日および年末年始を除く）
◇相談方法／
  相談は無料です。まずはお電話く
　ださい。
◇問い合わせ先／
　四国財務局多重債務者相談窓口
　高松市サンポート3番33号　
　高松サンポート合同庁舎（南館）
　☎087-811-7801
　FAX：087-832-2025

▶入居資格／
　①土庄町内に居住している方も
　　しくは勤務場所が土庄町内の
　　方で、同居親族を有し ( 単身者
　　には別途要件あり )、世帯の収
　　入が所定の基準に該当してい
　　る方
  ②住宅を必要としている方（住宅
　　に困窮している方）
　③町税などの滞納がない方
　④暴力団員でない方
　⑤連帯保証人をたてられる方
　⑥入居までに敷金(家賃３カ月分)
　　が納付できる方。

▶必要な書類／
　①申込書 ( 町役場建設課で配布 )
　②住民票謄本 ( 世帯全員のもの )
　③所得証明書および完納証明書
▶申込期限／４月14日㈬ 17時まで
▶抽選日／４月21日㈬　９時
▶入居予定日／５月１日㈯
▶申込・問い合わせ先／
　町役場建設課　☎62-7006募　　　集

相　　　談小豆地区広域行政事務組合
職員（正規職員）

多重債務でお悩みの方に

公営住宅入居者募集

小豆島老人ホーム看護師

土庄町甲 5165-131
災害住宅 1-5 号

土庄町渕崎甲 942-1
青門ヶ丘住宅 F5-4 号

1 名程度

随　時

１戸

１戸

52.90㎡

74.20㎡

準耐火構造 2 階建

低層耐火構造 2 階建

随　時
別途通知

①昭和 37 年 4 月 2 日
　以降に生まれた方
②看護師の資格を有する方
③普通自動車運転免許を
　有する方または採用予定
　日までに取得見込の方

①指定の申込書
②指定の履歴書
③自動車運転免許証の
　写し
④看護師免許の写し

小豆地区広域行政事務
組合事務局

☎ 62-6565 

12,800 円～
( 所得により異なります )
※優先入居割当住宅です

20,700 円～
( 所得により異なります )

区 分

場 所

場 所

募 集 人 員

応 募 資 格

戸 数

戸 数

面 積

面 積

規 格

規 格

家 賃

家 賃

申 込 書 類

申 込 期 間
採用予定年月日

試験日時・場所

申込・
問い合わせ先

（日本国籍を有
し、地方公務員
法第 16 条に該
当しないこと。）

◦マッサージチェアはリユースできました。ご協力ありがとうございました。
◦リユース用品は、町でお預かりできません。
◦交渉や受け渡しなどは当事者間での話し合いとなります。
◦故障しているもの、家電４品（テレビ、洗濯機、冷蔵庫、エアコン）は登録できません。
◦リサイクル用品の情報は町役場住民環境課（☎62-7010）にご連絡ください。

町内の

町 の

町 の

島 の

小豆島

島の主要 島の

吉田ダム
殿川ダム
山田ダム

3月20日
1,290,000 ㎥

580,000 ㎥
194,000 ㎥

利水容量
941,340 ㎥
331,300 ㎥
194,000 ㎥

貯水量
73.0％
57.1％
100％

貯水率
殿川ダム
吉田ダム
豊　　島

観測地

区　分 3月1日 前月比 前年比 2月の動き
人　口

男
女

世帯数

2月1日
人　　口

男
女

世 帯 数

出 生
死 亡
転 入
転 出

3
27
18
42

12,735
6,005
6,730
5,730

小豆郡
26,256
12,381
13,875
11,956

土庄町
12,735
6,005
6,730
5,730

小豆島町
13,521
6,376
7,145
6,226

△48
△15
△33
△20

△262
△090
△172
△060

　36 ミリ
　61 ミリ

46 ミリ

3月1日～19日
△42 ミリ
△38 ミリ
△35 ミリ

前年比

出動件数　　38 件
搬送人員　　35 人

町内の救急・火災概況（２月分）

出火件数　　　0 件
焼損面積　  0 ㎡

救　　急 火　　災

火災ゼロ 50 日間継続中（3 月 20 日現在）

発生件数
死亡者数
負傷者数

区　分
0 件
0 人
0 人

2月
0 件
0 人
0 人

1月からの累計

ゆずります　　（1月～2月分） さがしてます　（1月～2月分）

　
・テント ・台車 ・寝袋

 

該当なし
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　３月12日、土庄中学校で卒業式が行われました。
　この１年間、新型コロナウイルス感染症による臨時休
業や学校行事の中止・規模縮小などの多くの困難を乗
り越えた生徒たちは、在校生やお世話になった先生方に
見送られながら、思い出の詰まった学び舎に別れを告げ
ました。

の紹介

人
の
動
き

2
月
21
日
〜
３
月
20
日
受
付（敬

称
略
）

◎
掲
載
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望
す
る
方
は

　
　
　

届
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窓
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★
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♥
ご
結
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お
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お
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に

●
お
く
や
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表 紙 「土庄中学校卒業式」

5/16
生まれ

4/21
生まれ

山田 橙璃くん赤谷 維友ちゃん
やま

久保 環奈ちゃん
く ぼ なかん い とやまぐち

山口 太緒くん
おた

4/28
生まれ

対象：町が実施
する10か月健診
を 受 診 した 赤
ちゃん　（写真掲
載許可済み）

B
A B

Y

笑顔いっぱいの優しい子に
育ってね。たくさん思い出
作ろうね。

元気いっぱいすくすく大き
くなってね。

つぎはどんなまえがみにし
てもらおうかな○

にこにこ笑顔が似合う太緒
くん。あなたと過ごす毎日
はとても幸せです。大好き
だよ！

井口 紫惺くん
い ぐち しゅう

山下 皐永くん
やました たか と

かわいい笑顔は
ゆう“しゅう”賞

毎日癒しをありがとう。お兄
ちゃんと仲良く元気に大きく
なってね！

5/23
生まれ

5/1
生まれ

5/6
生まれ

吉野 孔陽くん山上 咲奈ちゃん
よし こうようやまうえ えみ な

あかたに

の

りとうだ

お兄ちゃんと仲よく元気に
あそんでね！

たくさん食べて、遊んで、
笑って、元気に育ってね。

5/27
生まれ

5/23
生まれ
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総　　務　　課　☎62−7000
　消費生活相談窓口
企 画 財 政 課　☎62−7014
税　　務　　課　☎62−7001
住 民 環 境 課
　戸籍・住民票　☎62−7003
　衛 生・環 境　☎62−7010
　人 権 推 進 室　☎62−7015

健 康 福 祉 課　☎62−7002
（やすらぎプラザ）
商 工 観 光 課　☎62−7004
出　　納　　室　☎62−7005
　債 権 管 理 室　☎62−7016
建　　設　　課　☎62−7006
農 林 水 産 課　☎62−7007
議 会 事 務 局　☎62−7011
教 育 総 務 課　☎62−7012

生 涯 学 習 課　☎62−7013
中 央 公 民 館　☎62−0238
大 鐸 公 民 館　☎62−0704
北 浦 公 民 館　☎65−2050
四 海 公 民 館　☎64−5050
豊 島 公 民 館　☎68−2050
大 部 公 民 館　☎67−2050
戸 形 公 民 館　☎62−0108
渕 崎 公 民 館　☎62−5990

中 央 図 書 館　☎62−0273
総 合 福 祉 会 館　☎62−2700
総 合 会 館　☎62−7077

（フレトピアホール）
小豆島中央病院　☎75−1121
土 庄 診 療 所　☎62−1212

☎75−1400

く ら し の ダ イ ヤ ル

香川県広域水道企業団
小豆ブロック統括センター

☎62−1234

環境にやさしい路線バスを利用しましょう！ 香川いのちの電話  ☎087-833-7830


